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主主 なな 内内 容容 　９月から花田仮設と寺内仮設の集会所で月一回モ
チーフの会による編み物サロンを開催しています。久
しぶりに毛糸を触ったという方から編み物が趣味でご
自身が編んだ作品を持ってきた方などたくさんの方が
サロンに集まりました。みんなで編み方を教え合った
り、素敵な作品を見ておしゃべりしたりと楽しい時間
を過ごしていました。　　　（２ページの記事へ続く）

編集・発行／社会福祉法人丸森町社会福祉協議会・広報委員会
TEL／0224-72-2241　FAX／0224-87-8990　所在地／981-2152  宮城県伊具郡丸森町字鳥屋55-1
ホームページ／http://www.town.marumori.miyagi.jp/syakyo/hp
メールアドレス／marumori-syakyo@town.marumori.miyagi.jp

～心も紡ぐ編み物サロン～



ボランティア通信

NGOって？NGOって？

災害義援金のご報告災害義援金のご報告

ボランティア通信

　傾聴ボランティアの基礎研修を受けていただいた方を対象
に傾聴ボランティアスキルアップワークショップを開催しま
した。この研修会は傾聴をもっと詳しく知りたい、学びたい
という方のためにより実践的な内容となりました。講師に仮
設住宅のサロンでも活動していただいている国際NGOオペ
レーションブレッシングジャパンの藤本緑氏を招き、参加者
は３人ずつグループになり、話し手、聞き手、オブザーバー
の３役に分かれてグループワーク形式で行われました。初め、
参加者の方々は内容が難しいのではと不安そうでしたが、い

　モチーフの会は、令和元年に結成した新しいボランティア団体です。
　結成のきっかけは東日本大震災のときから手編みを通した被災者の集いの場として七ヶ浜町で
活動をしている団体YARN　ALIVE（ヤーンアライブ）から令和元年東日本台風の際に声をかけ
てもらったことが始まりでした。もともとYARN　ALIVEのメンバーと知り合いの方が丸森町内

　令和３年７月に静岡県と島根県の両県で発生
した大雨により被災された方々を支援するため、
丸森町共同募金委員会では義援金を募集しまし
た。義援金の合計額は下記のとおりとなりまし
た。ご協力いただきました義援金は、被災両県
の共同募金会を通じて被災者へ配分されます。
　皆様のご協力ありがとうございました。

▲男性の方も編み物に興味津々

傾聴ボランティア
スキルアップワークショップ

に居たこともあり、台風で大きな被害を受け
た丸森町でも編み物を通して被災者の繋がり
づくりができたらと町内の方が集まり立ち上
げたのがモチーフの会です。今回の仮設での
活動で使用している毛糸もYARN　ALIVEか
ら頂いた物を使って実施しているとのこと。
モチーフの会代表の永田多香子さんは、この
編み物サロンを通してたくさんの方が繋がり、
毛糸を紡ぐように新たなコミュニティづくり
の一助になればと話していました。

話し手と聞き手を
観察し評価する役

オブ
ザーバー

話し手

聞き手

テーマに沿って
自分のことを話す役

傾聴をする役
ざグループワー
ク が 始 ま る と
しっかりと相手
の話を聞き、言
葉を促すことが
できており、最
後は分かりやす
く 楽 し い 研 修
だったと次の研
修会への意欲を
見せていました。

～編み物ボランティア モチーフの会～～編み物ボランティア モチーフの会～

丸森町教育委員会賞
丸森小学校２年

春
か す か べ

日部 結
ゆ

芽
め
さん

丸森町共同募金委員会賞
舘矢間小学校３年

菊
き く ち

地 倫
り ん た ろ う

太朗さん

丸森町社会福祉協議会賞
大張小学校２年

佐
さ と う

藤　幸
こ う た

大さん

丸森町商工会賞
丸森小学校１年

安
あ だ ち

達　玲
れ お ん

音さん

丸森町長賞
耕野小学校５年

一
いちじょう

條　悠
ゆ う き

稀さん

丸森町民生委員児童委員協議会賞
大内小学校６年

結
ゆ う き

城　斗
と う ま

真さん

丸森町校長会賞
丸森小学校４年

浅
あさくら

倉 真
ま

璃
り

花
か
さん

宮城県共同募金会賞
丸森小学校６年

菊
き く ち

地　瀧
そ う た

太さん

丸森町行政運営推進委員会賞
筆甫小学校３年

岡
お か だ

田　海
み ら い

礼さん

河北新報社賞
小斎小学校４年

今
こ ん の

野　春
は る か

花さん

　丸森町共同募金委員会では、町内の小学生を対象に「赤い羽根募金箱をつくろうコンクール」を実施し
ました。共同募金運動に関心を持ち、理解を深めていただくとともに、児童の創造力と福祉の心を育てる
ことを目的としています。今年で３回目を数える本コンクールの応募総数は110点でした。９月15日の審
査会で、応募作品110点の中から、10点の作品が入賞しました。入賞したみなさんおめでとうございます。

赤い羽根共同募金運動が始まりました赤い羽根共同募金運動が始まりました
　今年度も10月1日から
全国一斉に赤い羽根共同
募金運動を行っています。
丸森町共同募金委員会で
は募金箱コンクール応募
作品を町内の商店や事業
所に設置しての募金協力
もお願いしています。

▲参加者同士で傾聴を模擬体験

▲皆さん真剣に講義を受けています

義援金　　６，０２８円

ボランティア
団体紹介

ご応募
ありがとう
ございました。

貧困や紛争、環境破壊や災害など
世界で起こっているさまざまな課
題に、民間の立場から、利益を目
的とせず取り組む市民団体のこと
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▲組体操　恐竜！！≪４歳児≫ ▲応援合戦　どちらも元気いっぱいでした！

　子どもたちが楽しみにしていた運動会。
　当日は、あいにくの雨となり室内での開催となりましたが、
子どもたちはどの競技も練習してきた以上の力を発揮するこ
とが出来ました。「おおはりオリンピック～みんなでめざそ
う金メダル！」をテーマに、一人一人が頑張る姿・最後まで
諦めない姿と、ニコニコ笑顔が輝く運動会となりました。

　３歳未満の子どもたちが、ダンスやサーキット遊びなど体をたくさん動かし“ミニ運動会”を楽しみま
した。０・１歳児は室内でトンネルくぐりやマットを使用した山登り、滑り台など子どもたちの大好
きな遊びを取り入れたサーキット遊びを行ないました。２歳児は園庭でかけっこをしたり、グーパー
グー（ケンパーの動き）や、縁石の上をバランスをとって歩く「一本橋渡り」に挑戦するなど、秋空の
下、体をのびのびと動かして気持ちよく過ごしました。

　丸森ひまわりこども園の前の歩道に立ち、“交
通安全”の横断幕を持って安全運転を呼びかけま
した。車やバイク、トラクターなどが通ると「交
通安全お願いします！」と手を振りながら大き
な声で呼びかけました。子どもたちに気づき徐
行してくださった地域のみなさん、ありがとう
ございました。

　角田警察署大張駐在所 所長の小野竜太様、交
通安全協会大張支部長の佐藤利美様、交通安全協
会大張支部 女性部部長の鎌田さき子様にご指導
いただき、秋の交通安全教室を行いました。
　室内に簡易横断歩道を作り、「右、左、右」と
安全確認して渡る実践をしたり、映像を見ながら
クイズに答え交通ルールについて学び、皆でルー
ルを守る約束をしました。

　５歳児が交通指導隊の方々に先導し
ていただきながら見晴らし花壇まで
行ってきました。道路を渡るときは一
旦止まり、左右を確認して手をあげる
ことや、白線から出ないように歩くこ
となど、安全のために大切なことを教
えていただきました。
　「車が来たら危ないね」「よく見てか
ら行こう」と指導隊の方のお話を聞い
たり自分で考えたりしながら、教えて
いただいたことを実践していた子ども
たちです。

　雨天のため場所を変更して、大内小学校の体育館で行
いました。子どもたちは大きい体育館で、かけっこ、玉
入れ、ダンス、リレーなどの競技に元気いっぱい取り組

丸森たんぽぽこども園だより

丸森ひまわりこども園だより

大内保育所だより

大張児童館だより

▲トンネルくぐり楽しいな♪

▲待ちに待った運動会！

▲おまわりさんの話をよく聞いて歩きました

▲カラーリングを使って
　「グーパーグー！」

▲１本橋渡り「おっとっと！」▲４歳児のお友だちも手作りメガホン
　を持って応援してくれました

▲見晴らし花壇では、花や景色を見たり、虫探しをしたり、指導隊
　の方々と一緒に遊んだりしました

9月18日㈯　運動会

９月28日㈫　交通教室

9月27日㈪　秋の交通安全教室

9月14日㈫　ミニ運動会（0・1・2歳児）

10月9日(土)　運動会を行いました！

9月21日㈫・24日㈮　交通安全 街頭運動

▲「僕たち私たちも交通ルールを守ります！」

▼周りをよく確かめながら道路を
　渡りました

▲うさぎ組　かけっこ
▲組体操　ちょうちょ！≪５歳児≫

▲ポンポンを持ってダンス≪2 ～ 5歳児≫

▲赤組vs白組玉入れ

みました。お家の方々から沢山の
拍手をもらって、笑顔いっぱいの
運動会になりました。
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賛 助 会 員

特 別 会 員

　　　　　　　　　　浅　野　泰　二　　　阿　部　栄　子　　　阿　部　健　一　　　池　田　茂　明
池　田　孝　子　　　泉　　　俊　夫　　　一　條　末　子　　　永　德　君　雄　　　遠 正 建 設 ㈱
大　槻　さわ子　　　岡　崎　勝　志　　　㈲ 岡 崎 工 務 店　　　岡　崎　俊　範　　　菅　野　長　保
菅　野　文　子　　　㈲ 菅 長 石 材 店　　　菊　地　健　二　　　草　刈　純美子　　　グ リ ー ン 鈴
齋　藤　成　子　　　齋　藤　　　傳　　　齋　藤　哲　雄　　　佐久間　新　平　　　佐　藤　　　巖
佐　藤　勝　榮　　　佐　藤　泰　子　　　佐　藤　德　子　　　三　瓶　　　勇　　　宍　戸　克　美
宍　戸　紘　一　　　宍　戸　政　秀　　　柴　又　利　夫　　　白木自動車整備工場　　　田　口　時　雄
行　形　修　二　　　平　間　常　夫　　　船　山　和　子　　　船 山 建 設 ㈱　　　船　山　定　男
舩　山　俊　子　　　松　崎　せつ子　　　八　島　比　呂　　　八　巻　昌　一　　　八　巻　千賀子
八　巻　雅　夫　　　八　巻　美紀子　　　八　巻　道　治
　　　　　　　　　　石　田　　　隆　　　板　橋　　　茂　　　伊　藤　暉　郎　　　大　石　岩　夫
太　田　京　子　　　加　藤　義　則　　　川　端　眞　司　　　菅　野　惠美子　　　今　野　よう子
齋　藤　欣　一　　　齋　藤　照　子　　　齋　藤　米　子　　　佐　藤　泰　宣　　　佐　藤　隆　一
宍　戸　尚　義　　　鈴　木　文　雄　　　原　　　眞　吉
　　　　　　　　　　池　田　えり子　　　池　田　純　一　　　大　橋　　　進　　　金　上　　　孝
金　澤　秀　男　　　菊　地　礼　子　　　木　村　延　払　　　齋　藤　捷　弘　　　齋　藤　美津子
酒　井　良　久　　　引　地　明　子　　　引　地　國　夫　　　引　地　久美子　　　引　地　宏　冶
引　地　孝　信　　　引　地　輝　子　　　引　地　弘　人　　　引　地　芳　郎　　　ひ っ ぽ 電 力 ㈱
目　黒　房　子　　　目　黒　秀　光　　　門　間　郁　子
　　　　　　　　　　秋　　葉　　㈱　　　阿　邊　いずみ　　　阿　部　尚　子　　　阿　部　榮　子
阿　部　はつ子　　　荒　　　郁　夫　　　荒　　　祥　子　　　伊　藤　誠　一　　　梅　津　　　登
梅　津　正　喜　　　大河内　今朝治　　　㈲ 小 野 商 店　　　小　野　のり子　　　菅　野　忠　志
菅　野　俊　一　　　菅　野　　　富　　　菅　野　範　夫　　　菊　地　健太郎　　　菊　地　友　一
菊　地　成　孝　　　佐　藤　永　喜　　　佐　藤　恵　子　　　佐　藤　昭　一　　　高　山　　　功
寺　島　由　美　　　星　　　　　昭　　　星　　　文　夫　　　向　井　正　子　　　目　黒　裕　明
森　　　　　浩　　　門　間　順　一　　　門　間　征　子　　　矢　吹　仁一郎　　　矢　吹　楯　雄
和　田　富　治
　　　　　　　　　　天　野　文　彦　　　小　野　武　彦　　　加　藤　孝　彦　　　窪　田　恵　美
齋　藤　せきの　　　齋　藤　輝　雄　　　星　　　一　子　　　星　　　絹　子　　　松　本　幹　郎
目　黒　宏　明　　　目　黒　芳　子　　　横　山　よう子　　　横　山　博　昭
　　　　　　　　　　浅　田　典　子　　　預　幡　悦　子　　　預　幡　良　治　　　梅　津　忠　雄
大　石　照　好　　　大　泉　清　敏　　　小　川　喜美子　　　小 野 造 園 左 官　　　小　野　孝　信
小　野　時　子　　　小　野　もと子　　　小　野　森　政　　　加　藤　忠　良　　　川　村　賢　司
菊　池　一　成　　　菊　池　かつ子　　　菊　地　　　昇　　　菊　池　武　由　　　菊　地　政　司
木　村　和　紀　　　工　藤　勝　志　　　齋　藤　重　信　　　齋　藤　　　誠　　　㈲ 佐 久 間 精 密
佐々木　秀　之　　　佐々木　　　吉　　　佐々木　義　則　　　佐　藤　一　郎　　　佐　藤　勝　彦
佐　藤　紀　義　　　佐　藤　文　子　　　佐　藤　美枝子　　　佐　藤　睦　子　　　髙　橋　洋　子
武　田　千恵子　　　武　田　正　成　　　たてやま歯科クリニック　　　塚　原　るり子　　　照　井　あさ子
飛　田　佐枝子　　　飛　田　善　雄　　　㈲ ナ ガ ト 工 業　　　芳　賀　みよし　　　長谷部　房　子
早　坂　　　修　　　はるはなファーム㈱　　　㈲ 半 沢 牧 場　　　グループホームひまわりの郷　　　松　井　栄　紀
㈱丸一ゴム製作所　　　八　巻　加　代　　　八　巻　　　宏　　　山　本　賢　一　　　山　本　茂　子
山　本　朋　子　　　横　塚　敏　男　　　横　塚　雄　輔　　　和　田　百合子
　　　　　　　　　　一　條　克　郎　　　一　條　　　智　　　一　條　節　子　　　伊　藤　　　功
伊　藤　光　二　　　大　槻　光　一　　　大　槻　　　茂　　　小　畑　かつ江　　　佐　藤　利　枝
佐　藤　壽　雄　　　佐　藤　秀　夫　　　佐　藤　秀　雄　　　佐　藤　正　明　　　菅　原　公　孝
村　上　幹　男
　　　　　　　　　　大　野　すみ子　　　小　野　俊　一　　　小　野　清　一　　　小　野　雅　義
金　澤　宏　道　　　金　間　　　勉　　　佐　藤　克　朗　　　佐　藤　静　男　　　佐　野　昭　一
宍　戸　哲　也　　　宍　戸　睦　雄　　　宍　戸　與志郎　　　星　　　悟　良　　　藤　田　富　雄
毎 日 発 條 ㈱　　　八　島　勇　雄　　　八　島　孝　誌　　　八　島　　　健　　　八　島　千　鶴
谷　津　清　治　　　谷　津　利　明　　　谷　津　俊　幸　　　谷　津　吉　宗　　　横　山　順　子
　　　　　　　　　　丸森町ボランティア連絡会　　　丸森町民生委員児童委員協議会

（あいうえお順・敬称略）

（順不同・敬称略）

　丸森　20件21口
石井書店
小野金物店
㈱春日部組
啓明宮城小学校（２口）
㈲県南設備
㈲齋嘉薬局
西円寺
㈲鈴木工務店
㈱サンエスブリーディング丸森農場
㈱七十七銀行丸森支店
成和産業㈱丸森工場
伊達物産㈱
寺角商店
東石物産㈱東北支店丸森
㈱東北三之橋
中里工業㈱
丸森町商工会
丸森ロイヤルケアセンター
㈱米森工業
渡辺政巳

　金山　５件５口
㈱金山自動車
地域密着型特別養護老人ホームそよかぜ
㈱ハズ
㈱ホシバン
瑞雲寺

　大内　９件９口
㈱伊具緑化
㈲小野商店
佐藤印刷㈱
㈲佐藤製作所
㈲富倉製作所
㈲ハヤシ住設
みずきの里丸森
武藤造園㈱
㈲山正タクシー

　小斎　２件２口
遊仙寺
㈱オグラサクセス

　舘矢間　９件９口
㈱アキコーポレーション

菊地清明
㈲きくやす
窪田電気工事㈱
特別養護老人ホーム仙南ジェロントピア
㈱本田組
三澤医院
㈱横塚製作所
越後自動車㈲

　大張　７件７口
㈱伊藤工務店
㈲大槻ファーム
㈲笹原鉄筋工業
㈲島影工務店
㈲中村電気工事
㈲益田材木店
㈱美紀工業

　耕野　６件６口
㈱石塚養蜂園
木津建築
佐藤ボディ工業
㈱八島工業
㈲八島鉄工所
八島三千男

会費の種類 一般会費 賛助会費 特別会費 合　計
地  　区 件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額 金　額
丸  　森 948 758,400 47 141,000 20 210,000 1,109,400

金  　山 283 226,400 17 51,000 5 50,000 327,400

筆  　甫 194 155,200 22 66,000 0 0 221,200

大  　内 705 564,000 35 105,000 9 90,000 759,000

小  　斎 280 224,000 13 39,000 2 20,000 283,000

舘 矢 間 957 765,600 58 174,000 9 90,000 1,029,600

大  　張 233 186,400 15 45,000 7 70,000 301,400

耕  　野 219 175,200 24 72,000 6 60,000 307,200

団  　体 0 0 2 6,000 0 0 6,000

合  　計 3,819 3,055,200 233 699,000 58 590,000 4,344,200

（233口）
（一口　3,000円）

（58件59口）
（一口　10,000円）

令和３年10月15日現在　単位：円

令和３年７月１日～令和３年10月15日

令和３年７月１日～令和３年10月15日

丸森地区丸森地区 47件 47件

金山地区金山地区 17件 17件

筆甫地区筆甫地区 22件 22件

大内地区大内地区 35件 35件

小斎地区小斎地区 13件 13件

舘矢間地区舘矢間地区 58件 58件

大張地区大張地区 15件 15件

耕野地区耕野地区 24件 24件

その他その他 2団体 2団体

会費納入にご協力ありがとうございました。
令和３年度　丸森町社会福祉協議会

賛助会員・特別会員へのご加入は随時受け付けております。お気軽にお問い合わせください。
お問い合わせ　丸森町社会福祉協議会　　TEL　７２ー２２４１
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見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。

環境に優しい植物油インキを
使用しております。

この広報紙は、皆様の会費と赤い羽根共
同募金の配分により作成いたしました。

広報委員 委員長 八島　健・副委員長 佐藤千賀子・森　　浩・船山和子・谷津俊幸・齋藤洋一・門間郁子

日　時　令和３年11月17日（水）
　　　　10：00 ～ 15：00
場　所　丸森まちづくりセンター
申　込　相談無料・予約制８名まで
　　　　お電話でお申し込みください
　　　　丸森町社会福祉協議会
　　　　TEL　７２ー２２４１

日　時　令和３年11月25日（木）
　　　　10：00 ～ 15：00
場　所　丸森まちづくりセンター
内　容　福祉用具（車いすやベッドの見学会）
　　　　や介護に関する制度についての説明
申し込み　令和３年11月19日（金）まで

受付期間　令和３年11月末日まで
受付時間　平日の８：30 ～ 17：00
電話番号　７２ー２２４１

福祉用具（最初の２か月は無料）
車イス：３００円／１か月

丸森町社会福祉協議会
TEL　７２ー２２４１

丸森町社会福祉協議会
TEL　７２ー２２４１

「丸森町の福祉に役立ててください」と次の方々か
ら寄付を頂きましたのでご紹介します。（敬称略）

（令和３年 7月30日～令和３年 9月30日）

あたたかい善意ありがとうございました

金銭寄付
8/10 株式会社ジェイエイ仙南サービス（柴田町）
自動販売機募金

・船山建設株式会社　　　　　　1,720円
・有限会社小野商店　　　　　　4,676円
・有限会社佐藤製作所　　　　　2,032円
・有限会社みやぎダイキャスト　　1,220円

●地域福祉

●こども園・保育所・児童館

法律相談会のお知らせ法律相談会のお知らせ

～令和３年度スケジュール～
●令和３年12月23日（木）
　　　　　　　　　　アロマとおしゃべり会
●令和４年２月24日（木）
　　　　　　　　　　おしゃべりカフェ
※日にちが近くなりましたらチラシを
　全戸配付いたします。

家族介護者交流サロン開催のお知らせ家族介護者交流サロン開催のお知らせ

物品寄付
7/30 Curar hair blanco　代表　門馬正樹

手指消毒液（大張児童館へ寄付）
9/3 子育てのご近所さん「ただいまおかえり」理事長 安部隆子

保育関連書籍（丸森ひまわりこども園へ寄付）

丸森町社会福祉協議会では、新型コロナウイルス感染症
の影響により、減収した方や失業した方を対象に資金の
貸付を実施しています。詳しくは、下記よりお問い合わ
せください。

在宅で介護している方の心身のリフレッシュや情報
交換を目的とした交流サロンです。みんなでおしゃ
べりをしながらゆっくりとした時間を過ごしませんか？

介護に役立つ知識、介護方法などを学ぶ教室です。
介護でお悩みの方、介護に関心をお持ちの方どなた
でも参加できますのでお気軽にご参加ください。

高齢の方や障がいをお持ちの方に、福祉用具を貸し出
しています。介護保険制度外のサービスなので要介護
認定は不要です。必要な方は、ぜひご相談ください。

現在ベッドは在庫なしとなっております。申し訳ありません。

新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた
「緊急小口資金」「総合支援資金」貸付のお知らせ「緊急小口資金」「総合支援資金」貸付のお知らせ

お問い
合わせ

お問い
合わせ

お問い
合わせ

丸森町社会福祉協議会
TEL　７２ー２２４１

お問い
合わせ

家族介護教室開催のお知らせ家族介護教室開催のお知らせ

福祉用具をお貸しします福祉用具をお貸しします

＜新規採用＞（令和３年10月１日付け）
地域支えあいセンター

生活支援相談員：作　間　　　守
＜退　　職＞（令和３年８月31日付け）
地域支えあいセンター

生活支援相談員：柴　又　利　夫

職員異動のお知らせ
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